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松山工業高等学校

無人販売所

（現状）
●個人農家が行う
●野菜ができるとき以外
は放置されている
●量が少ないので無人が
成立するが、すぐに商品
が途切れて、活気がない

（理想）
・いつも活気があふれている
・なくてはならないものに
・地域の人、小中高生が作っ
たものを売ることができる
・無人でも、たくさんの人と
繋がる素敵な所にする

近所の無人販売所

無人販売所の利用状況



松山工業高等学校

無人販売所の問題・課題

●農家の野菜や果物しかなく、出せるものに限りがある。
●出品者の高齢化、他の人は参加できない？。
●いつどこで何が売ってあるのか直接行かなければ分からない。
●無人なので高価なものは出品しにくい。

利用しない理由？
・近所にない
・すぐ売り切れる
・車が止めれない
・お釣りに困る
・種類が少ない



解決策💡

現代版の楽市楽座「いっぺんきとーみ屋」を導入
無人販売所を楽しい市にして、人が集まり、
楽しい仲間、グループを作る！

今やるべきこと

農家の新しい無人販売所をみんなで作る

農家と若者と住民が
コラボレーション！

みんなで話し合い、
アイデアを出し合う



情報を発信、ＳＮＳ、チラシ

いっぺんきとーみ屋
ネットワーク

有形無形の出品物
・収穫をお手伝い
趣味の出品

・ガーデニング好き
な人に、花の苗

・使わないもの、
余剰品

いっぺんきとーみ屋
マップ

ＭＡＰアプリ
口コミ★★★★

「最近いつも利用してますお
もしろいものありましたよー
( ^)o(^ )」

１ミステリアス販売
野菜の在庫確実
出品内容は、謎の販売所

２イベント販売
〇月〇日、イベント

３ 商品の有無が分かる

解決策💡

農家

若者住民




